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営巣中のオオコノハズクによる魚類給餌の記録

伊藤良昭１.赤塚隆幸２

１.〒501-6006岐阜県羽島郡岐南町伏屋1-15

2.〒493-8001愛知県一宮市北方町北方字東土取114-1

オオコノハズクOIus6aAAamoe/7ａは全長23.5～26cmの小型のフクロウで(高野1989)，日本では

春に渡来し,４月から６月にかけて樹洞,家の軒下などに営巣する.抱卵は雌のみが行ない(山階

1934)，抱卵中の雌に雄が食物を運ぶ(山本1999)．おもにネズミなどのほ乳類,小鳥,昆虫，両生

類,は虫類などを食物とするが(山階1934,高野1985,Karell998,山本1999,大沢ほか2001)，

食物に占める小型ほ乳類の割合が高い(Karell998)．一腹の産卵数は３～6個である(高野

1985，山本1999)．

著者らは,2003年５月１２日に岐阜県大野郡荘川村(35.59'Ｎ，137.01'Ｅ)の山中で抱卵中のオ

オコノハズクの巣ｌ巣を発見した.その巣で,５月２１日～７月１日までの期間中に１０日間,合計31.5

時間(19:00～翌ｌ:00)，巣から約30ｍ離れた場所にビデオカメラレコーダー(SONYDSRl30)を設

置し,巣への親の出入り等を撮影したところ,運ばれた食物の中に２例の魚類が確認された.オオ

コノハズクの食物に魚類の含まれる過去の記録を探したが,みつからなかったため,特殊な給餌例

としてこれを報告する．

調査地は標高約1,000ｍの林道沿いにあり,針葉樹の植林が広範囲に広がる中，沢沿いにはまと

まった落葉広葉樹林が残されている.調査巣はその広葉樹林内のシラカバ”“PAaりｍｙⅥA'Ver．

"o"たａの木にある地上高約８ｍの樹洞にあった.同林は,ホオノキルルツg77o伽o6o唖a,カツラ

αﾉ℃/血ﾘﾉｶﾉｾﾉ、"o"た”,ハンノキ／M7Usﾉi3poﾉ7/ｂａ等の比較的高さのある樹木が目立ち,林床はコ

ケ類やクサソテツルzaなeUccﾉａｓ”功”feノホなどが目につく見とおしのきく環境だった.また,営巣

木から約30ｍの位置には川幅５ｍ程の渓流が流れていた．

調査した巣でオオコノハズクのヒナがふ化した日は特定できなかったが,巣は浅くて狭かったた

め,５月28日に雌が巣穴から尾をはみ出して抱卵している様子が確認され,６月３日に雌が雄から受

け取った食物を巣内で細かくしてヒナに給餌する行動が確認されたことから,このあいだにふ化した

ものと思われた.ヒナは２羽だった.７月１日にヒナが巣から身を乗り出して羽ばたく行動が観察さ

れ,７月３日にはヒナを確認できなかったことから,巣立ちは７月２日あたりで，育雛日数は,３０日～

３５日と推定された．

2003年１０月１９日受理

キークーバー〆』ﾌ夫オオコ/ハズツク;峻掌螺,食物

本論文のカラー写真をhttp://www・wbsj,org/nature/database/strix/22/ito・ｈｔｍｌでみることができ
ます．
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表１．オオコノハズクが巣に搬入した食物
Table1．PrGyitcmsol､【lpairofCollal･edScopsOwlincenlraljapan．
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図１．給餌された魚をくわえたオオコノハズクの
（8.7％)，カエル瓶がｌ例(4.3％)，ノジコ

ヒナ

Fig.１．ANestlingorC()lla1℃(lScopsOwlwiLI，／麺6eﾉｿ;ＺＨｓＺﾉ』ＩＤ/ｳL"湖左ノと思われる小鳥がｌ例
ｌｂｄｈｓｈ．

（｡1.3％)で,２例は判別できなかった.６月ｌＯＩ二lま

では,雌が巣内で雄の給餌を待ち,雄から食物を

受け取った雌がヒナに給餌したが,６月２１口以降は,雌は巣外におり,ヒナは入り口まで顔を出し

て,両親から直接食物を受け取った．

ネズミ類あるいはﾋﾐス類とカエル類は,給餌を受けたヒナが直接頭から飲み込むところが搬影さ

れたが,魚類は入り口でヒナが受け取ったあと,換物を横にくわえて巣の奥へ入ったため,魚類がヒ

ナによって食べられたかどうかは確認できなかった(図１)．与えられた魚類の大きさはヒナの3/4程

度と推定され,撮影した画像で見る限り魚は水で滞れており,汚れや大きな損傷も目立たなかった

．''１:から,比較的新鮮であると判断された．

本調査地に対して,岐阜ﾘｉ４本巣郡根尾村(35°３８'Ｎ，136.36,Ｅ,標１１’５約200m)で，1992ｲ'三に蝶

iI‘i中の巣に運ばれた食物は,小型ほ乳類が53.‘１％,ムカデ類αﾉ;/ｂｌＤｏ曲spp・が26.4％,昆虫･クモ

記録された抱卵L|｣の雌への給餌は,５月２８１．１の

小型ほ乳類１回のみで,ヒナヘの給餌は22回記

録された.この合計23回(2.3±1.42回／日，/V＝

lO）の給餌記録（表ｌ）のうち,アカネズミ

,‘lpo〔ｾﾉ刀usspGc/bswsあるいはヒメネズミ‘‘Ｉ．

a/深"zeUsと推測されるネズミ類とヒミズ類

(ｹり"”usspp・をあわせた小型のほ乳類が17例

(73.9％)，体色などからイワナSf7/”伽“

/bUcoﾉ77aeﾉ応/『んpo"奴ﾉsと推測される魚類が２例
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類が7.2％,その他が12.9％だったい桂163,伊藤1993)．本調査においても小型ほ乳類の比率が

73.9％を占めた.オオコノハズクが小型ほ乳類を主要な食物とすることは,先行研究でも示されてい

るが(Karell998)，そうではあっても狸物には地域の環境によって幅があると考えられる.今回の調

査中に魚が巣へ運ばれたことと,巣から約30ｍの距離を渓流が流れていた環境的要因は関連して

いると考えられる.すなわち,周囲の環境によっては,ほ乳類以外にも食物の幅を広げる可能性を

示唆している．
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Ａｎｅｓｔｏ｢JapaneseCo1laredScopsOwlsOZ“ｂａﾉMZm7oe”ｓｅﾉ77ﾉＩα”esonamountainat

SyoukawavillageｉｎＧｉＩｉ」preI1ecture，wasmonitoredbyvideocameratorecordpreyilems

brought・

Werecorded23preyitemsi、３１．５hoursorrecordingoverlOdaysbeｔｗｅｅｎ２８Ｍａｙｔｏｌ

ｊｕｌｙ、Ofthese73､9％weresmallmammals，ｂｕｔｉｎｔｗｏｃａｓｅｓｔｈｅｐｒｅｙｗａｓａＨｓｈ，鎧/IﾉF〃ir7砿

ﾉbu“ﾉ刀aeﾉﾌなβJi2poﾉ7ノセus,aboutlOcminlength・

Webelievethatthisrecordisunusual，becausetherearenopreviouspublishedrecords

ofColIaredScopsOwls他edingtheirnestlingswiLhIish，andpossiblynoneibrthGGntire

genusOr“
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